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はじめに

改修の目的

〇体育館・プール棟は、1998年長野冬季オリンピック大会で選手のトレーニング施設として使用され、現

在は幅広い年齢層の人々に各種大会や体力づくり・心身の健康の保持増進に役立てられている。クラブ

ハウス棟も同様に利用者が多い施設であり、両施設とも運動公園内の重要な施設である。

〇体育館・プール棟は築後2７年、クラブハウス棟は築後２３年が経過し、設備等の老朽化が進んでいる。

課題を解消するため、休館期間（5ヶ月）を設け設備機器の全面的な更新を実施するとともに、屋根や防水、
外壁の改修を行うことで建物の長寿命化を図ることを目的とする

施設の概要等

〇敷地面積（公園面積）：296,667㎡

〇体育館・プール棟 〇クラブハウス棟

建築面積：６,２７７㎡ 建築面積：791㎡

延床面積：7,９０７㎡ 延床面積：791㎡

最高高さ：２０．６m 最高高さ：８．９m

構造規模：鉄筋コンクリート造＋木造(屋根・屋根梁） 構造規模：壁式鉄筋コンクリート造

地上２階 地下1階建て 地上1階建て

竣工年月日：1996年（平成8年）11月 竣工年月日：2001年(平成13年）3月2
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公園内の状況と施工上の課題

体育館・ﾌﾟｰﾙ棟

ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ棟

オリスタ

Ｕスタ

市道

市道

市道

市道

南長野運動公園配置図

✓工事期間中、オリスタ、Ｕスタは冬季（1月～2月）以外は各種大会等の予定がある

✓工事期間中も公園内にはランニングコース、散策コース、遊具等があり、通年利用者がいる

《課題》 工事期間中の施設利用者及び公園利用者の動線計画の配慮や安全性の確保等について、工事進捗状

況に応じた総合仮設計画を施工者・設計者と共に検討し、課題解決した設計を行なう



4基本設計概要(１)

１期工事の改修内容（２期工事は令和11年度以降実施予定）

建築の1期工事については、主に漏水対策として屋根改修と国民スポーツ大会（令和10年）で会場
として使用するにあたって支障を及ぼす箇所について内部改修する

工種 部位 現状 設計

建築（外部） 屋根（１） ・トップライト廻りのシール
劣化、ガラス割れ、漏水
・先端内樋部防水劣化

・トップライト改修
・内樋部防水改修
・融雪装置改修

屋根（２） 取合いシーリング劣化、
ビス抜け、漏水

防水改修

屋根（３） 押えコン劣化、漏水 防水改修

屋根（４） 豆砂利洗い出し劣化、漏水 防水改修

建築（内部） トップライト ・結露による漏水(エントラ
ンスで確認）
・競技に光の支障

・トップライト結露対策
・遮蔽対策

ﾌﾟｰﾙ天井 結露による塗装劣化 塗装改修

アリーナ床 一部張替えの経過はあり 全面張替え改修

体育館・プール棟の主な改修内容(建築工事）



ｴﾝﾄﾗﾝｽ上部ﾌﾟｰﾙ上部 体育館上部

屋根伏図

屋根（１）

屋根（２）

屋根（３）

屋根（４）

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

5基本設計概要(２)

体育館・プール棟のトップライト改修について

屋根（１）ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ改修
・水切り継ぎ目ｼｰﾙ打替
・ｶﾞﾗｽを断熱ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙに交換
・ｱﾙﾐｻｯｼ・結露受け支持金物等
鉄部に断熱材吹付
・結露受け継ぎ目補修
・結露水の既存水抜き穴清掃及
び増設排水ルート検討（水抜きパ
イプ）

写真①

ｴﾝﾄﾗﾝｽ上部

写真②

ｼｰﾙ劣化

ガラス割れ

結露水の漏水跡

結露受け継ぎ目劣化

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ詳細図

外部 内部

増設水抜きパイプ

写真③

結露受け

水抜穴



ｴﾝﾄﾗﾝｽ上部ﾌﾟｰﾙ上部 体育館上部

屋根伏図

屋根（１）

屋根（２）

屋根（３）

屋根（４）

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

6基本設計概要(３)

体育館・プール棟の屋根（１）改修について

屋根（１）内樋部改修
・既存ﾓﾙﾀﾙ、ｺﾞﾑｱｽ系塗膜防水
撤去
・躯体補修
・ｳﾚﾀﾝ防水（下部水切りまで施
工）

屋根（１）融雪装置改修
・既存後付け融雪装置撤去
・既存ｽﾃﾝﾚｽ屋根上部に融雪装置
設置

写真①

表面ﾓﾙﾀﾙひび割れ

写真②

表面ﾓﾙﾀﾙ㋐10～15㎜

写真③

写真④

表面テープ経年劣化により
電線露出



ｴﾝﾄﾗﾝｽ上部ﾌﾟｰﾙ上部 体育館上部

屋根伏図

屋根（１）

屋根（２）

屋根（３）

屋根（４）

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

7基本設計概要(４)

体育館・プール棟の屋根（２）（３）（４）改修について

屋根（３）改修
・既存押えｺﾝｸﾘｰﾄ補修のうえ、ｳ
ﾚﾀﾝ防水にてｵｰﾊﾞｰﾚｲ

屋根（４）改修
・豆砂利洗い出し㋐15撤去
・押えｺﾝｸﾘｰﾄ補修、ｳﾚﾀﾝ防水の
上ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装

屋根（２）改修
・既存ｽﾃﾝﾚｽ屋根に超速硬化ｳﾚ
ﾀﾝ複合防水にてｵｰﾊﾞｰﾚｲ
・水上立上り部含む

写真①

ｼｰﾙ劣化、ビス抜け

写真②

立上りまで防水

写真③

端部排水溝廻り雑草

押えｺﾝｸﾘｰﾄ劣化

写真④ 写真⑤

目地に雑草
豆砂利の劣化

豆砂利劣化
目地の劣化



8基本設計概要(５)

１期工事の改修内容

電気設備・機械設備の1期工事については、耐用年数超過や設備劣化により施設運営に支障がある機器について
更新する。

《課題》

✓メンテナンス等必要なスペースを確保した計画

✓狭い機械室内で、搬入経路を確保し効率良い更新作業

✓休館期間内で施工を完了する方法

施工者の技術と経験に基づいた提案を設計者と共に検討し、課題解決し、現場の実情に応じた設計を行なう。

また、ライフサイクルＣＯ２の削減を図ると共に、エネルギー使用の高効率化、省エネルギー化を図ることで、環境
にも配慮した改修を実施する。

工 種 部 位 現 状 設 計

電気設備

受変電設備 耐用年数超過、設備劣化 更新

非常用発電機 耐用年数超過、設備劣化 更新

照明設備 蛍光管、水銀ランプ ＬＥＤ化、アリーナ照明増設

機械設備

ろ過設備 耐用年数超過、頻繁に不具合 全面的な更新

空気調和設備 耐用年数超過 更新（部品交換不可）

自動制御設備 耐用年数超過、一部不具合有り 制御盤、中央監視の更新

体育館・プール棟の主な改修内容(設備工事）



9基本設計概要(６)

体育館・プール棟の設備改修について 電気設備

受変電設備 更新

照明設備
・ＬＥＤ化
・アリーナ照明増設

非常用発電機 更新

＜避難所対応として＞
・公衆Wi-Fiの設置
・コンセントの非発取り込み

写真① 写真② 写真③

＜各所電気設備の更新＞
・幹線・動力
・照明・コンセント
・通信設備
・避雷設備



10基本設計概要(７)

体育館・プール棟の設備改修について 機械設備

ろ過設備 全面更新
（地下機械室）

自動制御設備 更新

空調設備（ＡＨＵ）更新

空調設備（ＡＨＵ）更新

＜避難所対応として＞
・受水槽の耐震強化
・受水槽に緊急遮断弁の設置

＜各所機械設備の更新＞
・換気設備
・給排水衛生設備
・給湯設備
・ガス設備（ガバナ含む） 他

写真②

写真①

写真③



11基本設計概要(８)

クラブハウス棟の改修工事は1期及び2期に分けることなく、本工事で完結する計画

建築工事については、主に外部改修とする。

また、建設当時のクラブハウスは、テニスコートと現Ｕスタが完成する前の総合球技場の管理施設であったが、Ｕ
スタが完成したことで現在はテニスコート専用の管理施設となっている。使用状況が変化したことから、必要諸
室の見直しを行い、それに伴う内部改修を行う。

電気設備・機械設備の工事については、耐用年数超過や設備劣化により施設運営に支障がある機器について更
新する。

工種 部位 現状 設計

建築（外部） 屋根 漏水なし 塗装改修
トップライト廻りシール打替

軒天 コンクリート打放しクラック クラック処理、塗装改修

外壁 コンクリート打放しクラック クラック処理、塗装改修、ｼｰﾙ打替

建築（内部） トイレ 和式トイレ トイレ洋式化に伴う内装改修

更衣室(シャワー室） 使用頻度少ない
大会時の会議室少ない

間取り変更により更衣室(シャワー
室）を会議室に改修

電気設備 受変電設備 耐用年数超過、設備劣化 更新

照明設備 蛍光管、水銀ランプ(ﾃﾆｽｺｰﾄ） ＬＥＤ化

機械設備 空調設備・換気設備 耐用年数超過、頻繁に不具合 間取り変更に伴う増設含む更新

給排水衛生設備 耐用年数超過 間取り変更に伴う更新

ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ棟の主な改修内容



12基本設計概要(９)

男子トイレ・女子トイレ
洋式化改修

シャワー室⇒会議室に改修

・男子トイレ・女子トイレ洋式化改修
・女子更衣室・シャワー室⇒会議室に改修
・男子更衣室・シャワー室⇒男子更衣室・女子更衣室に
改修（各更衣室内にユニットシャワー付き）

ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ棟の内部改修について

改修後の室数等（参考）
・会議室・ミーティング室数 ６室⇒１０室
・更衣室数 ４室⇒２室
・シャワー室 ４室⇒２室
・シャワーブース数 １６個⇒４個
・トイレ便器数 変更なし

施設出入口

テニスコートへ

１階平面図

＜機械設備の主な改修内容＞
・トイレ改修に伴う給排水衛生設備更新
（ピット内配管を含む）

・室用途変更による空調設備及び
全熱交換器型換気扇の増設

・耐用年数を超過した機器の更新



13基本設計概要(10)

ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ棟の電気設備改修について

©Google Earth
Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCOLandsat / CopernicusAirbus

照明設備ＬＥＤ化

受変電設備改修

複合監視装置改修

写真①

写真②

写真③



14スケジュール

R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025） R8年度（2026）
基
本
設
計

実
施
設
計

設
計
技
術

協
力

改
修
工
事

R5年度（2023） R6年度（2024）

設
計
技
術
協
力
受
託
者
選
定

7 10 1 7 10 1 7 10 1 7 10 1

基本設計（第２期）基本設計（第１期）

実施設計（第１期）

ECI業務
（設計技術協力）

プロポ
発
注

施設休館期間

9876543

発注
（6月議会）

工場製作
・準備工

改修工事

3/26
第5回

選定委員会

実
施
要
領
確
定

審
査
方
法
確
定

現
地
確
認

募
集
開
始
（
公
告
）

4/17 5/24
参
加
申
込
〆
切

技
術
提
案
書
〆
切

7/5 ７月下旬・８月上旬

第6回
選定委員会
技
術
提
案
書
審
査

プ
レ
ゼ
ン

ヒ
ア
リ
ン
グ

技術協力業務開始
参加表明
質疑応答

技術提案書
質疑応答


